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富士見市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例 

の一部を改正する条例の制定について 

富士見市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例（昭和３９

年条例第１号）の一部を改正する条例を別紙のとおり制定する。 
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提 案 理 由 

国会議員の選挙等の執行経費の基準に関する法律の一部改正に伴い、富士見市特別

職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正したいので、

地方自治法第９６条第１項第１号の規定により、この案を提出します。 

  



 

富士見市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例 

の一部を改正する条例 

 

 富士見市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例（昭和３９

年条例第１号）の一部を次のように改正する。 

 別表６８の項中「１０，８００円」を「１２，２００円」に改め、同表６９の項中 

「１１，３００円」を「１２，８００円」に改め、同表７１の項中「１０，８００円」

を「１２，２００円」に改め、同表７４の項及び７５の項中「９，０００円」を 

「１０，１００円」に改める。 

   附 則 

 （施行期日） 

１ この条例は、公布の日から施行する。 

 （適用区分） 

２ この条例による改正後の富士見市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁

償に関する条例の規定は、この条例の施行の日以後その期日を公示され又は告示さ

れる選挙又は審査について適用し、この条例の施行の日の前日までにその期日を公

示され又は告示された選挙又は審査については、なお従前の例による。 


